
Ⅳ 実践例

１ 実践事例 ２年 音楽「ふしをドレミで （表現の道具としての活用）」

(ｱ) 本時の目標

階名をもとにふし作りを楽しむことができる。

(ｲ) 準備・資料

ワ－クシ－ト（ ①） ニュ－ドレミキャンパスの使い方②ドレミのさんぽ

ソフト（ ③ ④ ⑤）ニュ－ドレミキャンパス シンガ－ソングライタ－ スタディノート

(ｳ) コンピュ－タの活用について

ふしを作るという活動は，児童にとってなかなか難しいことである。これまでは 楽,
器の演奏の苦手な児童は，作ったふしを聴くことができないため作品を作り上げる喜び

を味わえないこともあった。また，記録に残すには，教師が楽譜に写したり，録音した

りしなければならなかった。ニュ－ドレミキャンパスは，マウス操作だけで簡単に楽譜

を作り，デ－タとして保存することができる。また，自動演奏も簡単で，作ったふしを

自分ですぐに聴くことができるソフトである。そこで，このソフトを使えば，ふし作り

， 。 ，を楽しむことができたり 合奏も楽しんだりすることができると考える このことは

ふしを作ったり，演奏したりする意欲を高めると考え，活用することにした。

(ｴ) 児童の取組み

「 」 ， ，かえるのがっしょう が コンピュ－タで演奏されたことに児童は驚きの声をあげ

プロジェクタ－に映し出されたニュ－ドレミキャンパスの画面を見ながら楽しく歌うこ

とができた。ワ－クシ－トがプロジェクタ－に映し出され，簡単なふし作りの実演を見

て 「わぁ－」と歓声を上げたり 「おもしろそう」という声が聞こえたりして，コン， ，

。 ，ピュ－タでのふし作りに対する意欲が高まっていた ワ－クシ－トからの入力の時には

階名を言いながら入力している姿が見られた。２枚目のワ－クシ－トでふし作りをした

， 。 ，り ７小節以上のふしを作ったりする児童も見られた 教師がコンピュ－タを操作して

２～３人のできあがった児童の曲をいっしょに鳴らしたときには 「おもしろい」と言，

い，指揮をしながら自分や友達の曲を楽しむ児童の姿が見られた。

(ｵ) 授業後の考察

ニュ－ドレミキャンパスは，マウスをクリックするだけで音が出るので，低学年もす

ぐに使え，ふし作りに意欲的に取り組むことができた。児童は自分が作りたい音の高さ

， 。を視覚的にとらえ それが音としてコンピュ－タから出てくることに大変興味を示した

使っているうちに，児童は自然に音の高さと画面の関係がわかり，階名を言いながら入

。 ， 。力していた ふし作りの学習ばかりではなく 音感を養うことにも適したソフトである



(ｶ) 展開 ◎情報教育に関連する手立て

学 習 活 動・内 容 教 師 の 支 援・評 価（※）準備

Ｔ １ Ｔ ２資料

１ きらきら星、かえるのがっしょうを歌 ③ ・画面を指しながら歌うこ ・ニュ－ドレミキャンパ

う。 ④ とによって，ニュ－ドレ ス，シンガ－ソングラ

・言葉で歌う。 ミキャンパスの画面に慣 タ－の画面をプロジェ

・階名で歌う。 れるようにする。 クタ－に映す。

２ 本時の学習課題を確認する。 ⑤ ・プロジェクタ－の画面を

見ながらふし作りへの意

ドレミをつなげてふしをつくろう 欲を高める。

・画面にあわせてワ－クシ ・ワ－クシ－トの使い方

３ ふし作りをする。 ⑤ －トの使い方を説明する を実演し，プロジェク

( ) ワ－クシ－トを使って，７拍分のふ ① ことによって，簡単にふ タ－に映す。1

しを作る。 しが作れることを意識で

きるようにする。

◎とまどっている児童には，自由に音を選べることを助

言する。

・終わった児童には，２枚目を作るように指示する。

( ) パソコンの入力，停止，再生のし方 ② ◎画面に合わせて説明をす ・ワ－クシ－トとニュ－2

を確認する。 ③ ることにより，簡単に演 ドレミキャンバスの画

奏ができることに気付か 面を出して，同じ階名

せ，ふし作りへの意欲が のところに入力してい

もてるようにする。 ることが分かるように

・効果音は使わないように 実演し，プロジェクタ

指示する。 －に映す。

( ) パソコンに入力する。 ③ ・児童が思うように表現できないときは，つまずいてい3

るところをはっきりさせ，適切な支援ができるように

努める。

( ) できあがったものをパソコンの自動 ③ ・プロジェクタ－には，ワ ・ニュ－ドレミキャンパ4

演奏で聴く。 －クシ－トの画面を映し スをプロジェクタ－に

ておき，ふし作りの参考 映す。

になるようにする。

( ) 保存の仕方の説明を聞く。 ③ ・分からないときには，ニュ－ドレミキャンパスの使い5

② 方を見るように助言する。

( ) いろいろな組み合わせを考えながら ③ ・他の曲を作るとき，他の音からも始めてみるように助6 ，

他の曲も工夫して作る。 言する。

※階名をもとに，楽しく作品を作ることができたか。

（観察・作品）

・自由に席を移動して，友だちのふしのよいところをみ

つけてふしを聴き合うように助言する。

・３曲～４曲選んで，一斉に演奏することにより，ふし

４ 友達の作った曲を聴き合う。 ③ の重なり合いの楽しさを気付くようにする。

・互いに聴き合ってよさを認め合う。

・友だちの曲を合わせて聴く。 ・楽譜になることを知らせ ・楽譜にしたものをプロ

ることにより，鍵盤ハ－ ジェクタ－に映す。

モニカや，木琴，鉄琴を

使って，演奏する意欲を

５ 次時の学習内容を知る。 ⑤ 高める。

・作った曲を楽器で演奏する。



２ 実践事例 ３年 学級活動「３年１組の○○○をつくろう （表現の道具としての活用）」

(ｱ) 本時の目標

一人一人の学級に対する願いをできるだけ反映させたものをみんなで創意工夫をこらし

て作る活動を通して，学級集団としての意識を高めることができる。

(ｲ) 準備・資料

計画用プリント① パソコン操作説明掲示物② パソコンで作成した作品例③

発表掲示用紙④ パソコン⑤ ソフト ⑥（一太郎スマイル・ニュードレミキャンパス）

デジタルカメラ⑦ 手作り用文房具（フェルトペン，画用紙，布など）⑧

(ｳ) コンピュータの活用について

本時では，学級に掲示できるシンボル的なもの，みんなで共有できるものを作成する過

程での表現方法の一手段として，コンピュータを活用する。これまで，児童は 「一太郎，

」 ， ， 。 ，スマイル を使って 絵を描いたり 手紙を書いたりするなどの活動はしている しかし

それは，教師側から出された課題であり，コンピュータに慣れ親しむことに重点が置かれ

た活動であった。

本時の活動では，グループごとに表現するものが異なるため，同じ一太郎スマイルを使

用しても，全く違うものが作成できるということが体感できる。また，自分たちで作りた

いと考えた，児童自らの課題を解決するための活用なので 「コンピュータをどのように，

使うか」に一歩踏み込んだ形になると考える。一太郎スマイルでは，文章の他に絵やイラ

スト・写真なども取り入れた作品作りができるので，児童の願いや思いを表現するのには

効果的である。

(ｴ) 児童の取組み

旗グループは，自分たちの手で直接文字を書いたり旗の形を作ったりしたいと，手作り

を選択し，不織布にマジックで学級のめあてやイラストを描き出した。その他のグループ

は，コンピュータを使い，一太郎スマイルの中から 自分たちの作る物に合う機能を探す

ことから始めた。新聞グループは 「ワープロ」を使い，学校生活の中で発見したことを，

， 。 ，「 」記事にし クリックパレットで原稿を打った カレンダーグループは つくってみよう

の「カレンダー」で月ごとのカレンダーに誕生日の人の写真を貼り付けていった。マウス

を使って，写真の大きさを変えることにも慣れ，レイアウトも上手にできた。自由ノート

グループは 「本のカバー 「便せん」などを使い，ノートの表紙やお絵かきコーナー・， 」

交かんコーナーといったページ作りにコンピュータを活用した。ポスターグループは，デ

ジタルカメラでとった学級全員の写真を印刷し，手作業で画用紙に貼り付け，フェルトペ

ンで学級紹介の文字や絵をかくなど，コンピュータと手作りを織り交ぜた物となった。歌

グループについては，ニュードレミキャンパスを使い，３年１組の歌にふさわしい歌詞を

考えた。

どのグループも，児童が互いに考えを出し合ったり操作の仕方を教え合ったりして，そ

れぞれの表現の仕方を工夫し，楽しく活動することができた。

(ｵ) 授業後の考察

よりよい学級，楽しい学級にするために，児童

が必要だと考えた旗やポスター，カレンダーなど

を作成する表現手段の一つとしてコンピュータを

活用した。コンピュータを使用するか否か選択す

るのは児童で，コンピュータを使って作ろうと考

えたグループは 「便利だ，楽しい，きれいに仕，

上がる」といった児童なりの選択基準が働いたと

思われる。

また，自分たちが作りたいと思う物にするために，カレンダーに写真を取り込んだり，

新聞の記事に合う絵を貼り付けたり，ノートのページ作りのために一太郎スマイルの様々

な機能を駆使したりと，それぞれに必要なコンピュータの操作技術をおのずと習得するこ

とができ，表現力の向上につながった。

今後も児童それぞれの思いを生かしての表現活動にコンピュータを活用し，コンピュー

タの操作技術を高めると共に，豊かな表現力を身に付けさせたい。



(ｶ) 展開 ◎情報教育に関連する手立て

活 動 内 容 教師の支援 ・ 評価（※）準備

１ ２資料 T T
１ 本時の活動のねらいを確 ・活動計画にそって，司会団

認する。 の児童を中心に進めること

ができるようにする。

３年１組の○○○をつく ・前時の学習活動を想起し，

ろう。 クラスのみんなの心が一つ

になるもの，願いが込めら

２ グループごとに作るもの ① れたものを作ろうとする意

について話し合う。 ② 欲を高める。

（１）学級のみんなの願い ③ ・○○○に当てはまる具体的

をどのように表現するか なものについては，前時に

・言葉 学級全児童の話し合いで決

・色 定しておく。本時では，グ

・形 ループで作るものの表現方

・絵 法についての話し合いがス

ムーズにできるよう支援す

２ どんな方法で作るか る。（ ） 。

・コンピュータ ◎色々な表現方法の良さを認

・手作り め，みんなの願いが，言葉

や色 形で表現できるよ ・コンピュー,
○旗グループ う助言する。 タを選んだ

○ポスターグループ ◎作成する一つの方法として グループの

○歌グループ コンピュータがあることを 表現の仕方

○新聞グループ それぞれのグループにあっ に無理がな

○カレンダーグループ ④ たソフトや作品を紹介しな いか確認

○自由ノートグループ がら提示する。 し，助言す

・他のグループの方法も参考 る。

３ グループで話し合ったこ にするように助言する。

とを発表する。 ⑤

⑥

４ 話し合ったことをもと ⑦ ・児童が思うような操作がで

に，自分たちのグループ ⑧ きないとき，どのような表 ・コンピュー

で担当するものを作る。 現をしたいのかを確認し， タの操作方

１ 絵や文章を作成する 適切な支援をする。 法について（ ） 。

・手作りで作成するグループ 支援する。

（２）文字の色や大きさ， も，おろそかにならないよ ・絵の挿入や

全体の構成などを工夫 う，作成の仕方について助 写真の貼り

して作成する。 言する。 付けなども

※学級に対するみんなの願い 分かりやす

（３）誤字脱字がないか見 を生かし，グループで担当 く説明し，

直す。 するものを，意欲的に作成 児童が操作

することができたか。 できるよう

（４）絵を描いたり，写真 （観察・作品） にする。

等の貼り付けをしたり ・作成が途中

する。 ・グループでの話し合いや作 になった場

成が，協力してできたこと 合，保存の

５ 感想を発表する。 を褒め，次時への意欲付け 仕方を知ら

をする。 せる。

６ 先生の話を聞く。



「 」（ ）３ 実践事例 ５年 社会 水産業のさかんな地域 調べ学習・表現の道具としての活用

（ｱ）本時の目標

インターネットブラウザー「なるほどねっと ，プレゼン用ソフト「はっぴょう名人」」

を使い水産業について調べ，新聞を作ることができる。

(ｲ) 準備・資料

インターネットブラウザー「なるほどねっと」①

プレゼン用ソフト「はっぴょう名人」②

(ｳ) コンピュータの活用について

本単元では，水産業新聞を作る方法として，インターネットブラウザー「なるほどねっ

と」と，プレゼン用ソフト「はっぴょう名人」を活用する。

「なるほどねっと」は，インターネットで見つけた写真や絵を簡単に取り込むことがで

きる。また 「はっぴょう名人」は 「なるほどねっと」で取り込んだものを文章等に貼， ，

り付けることができる。また，背景や枠，イラストなどの種類が豊富であり，多様な表現

をすることができる。これらを活用することは，一人一人の個性を生かした新聞作りの方

法として効果的であると考えられる。

(ｴ) 児童の取組み

一人に１台のコンピュータが使

えるため，自分のペースで意欲的

に学習に取り組むことができた。

インターネットで水産業について

調べる活動では，魚の種類につい

て資料を集めたり，各種の漁法に

ついての資料を収集・比較したり

と自分の目的に応じて資料を集め

ることができた。また，友だちが

集めた資料を見て，自分の新聞に

。 ，取り入れる姿も見られた しかし

情報の量が膨大であるため，自分

の新聞にどんな資料を使うのかな

かなか決められない児童もいた。

新聞を作る活動では，インタネーットを使って集めた資料や写真を自分の新聞に貼り付

け，文字の大きさや色を自分の作りたいイメージに合わせて変えながら，それぞれの個性

を生かした新聞を作ることができた。

(ｵ) 授業後の考察

「なるほどねっと」と「はっぴょう名人」を活用することで，自分の欲しい写真や絵を

ふんだんに使い，個性的な新聞を作ることができた。最新の情報を得られたこと，写真や

絵を多く使ったこと，さらに，文字だけでなく背景やイラストにも工夫を凝らしたことに

よって，分かりやすく，見やすい新聞に仕上げることができた。また，特に，絵や字を書

くことに苦手意識を持っている児童においては，自分が満足できる新聞に仕上がったこと

が自信につながったようで，いつもより堂々と発表することができた。これらのことから

コンピュータの活用は効果的であったと思われる。

しかし，インターネットの情報量は膨大であり，その中から自分が必要としているもの

を見つけ出すことは容易ではない。いろいろなページを探しながら，次第に自分が探して

いるもの自体がぼやけてしまった児童もいた。また，興味があちらこちらに広がりすぎて

しまい，自分のテーマとずれが生じてしまった児童もいた。

今後，インターネット閲覧の時間を十分に確保していくとともに，児童相互で積極的に

情報交換する場を多く設定しながら，情報を的確に処理し，表現する能力を育てたい。そ

して，社会科だけでなく，理科や総合的な学習の時間，学級活動などの様々な場面で，コ

ンピュータを効果的に活用できるようにしたい。



(ｶ) 展開 ◎情報教育に関連する手立て

準備 教師の支援・評価（※）

学習活動・内容 ・

資料 Ｔ１ Ｔ２

１ 本時の学習課題を確認す ② ・グループごとにめあ ・作品例を提示し，学

る。 てをもち，見通しを 習意欲を高める。

。 。水産業について調べよう つかめるようにする

２ グループごとに水産業に ① ・コンピュータを使っ ・インターネットブラ

ついて調べる。 て調べる作業がスム ウザー「なるほどね

ーズに進んでいない っと」を開いて，自

（１）インターネットブラウ 児童には，操作方法 分のトレイの読み込

ザー「なるほどねっと」 などの援助をする。 み方を説明する。

を使い，水産業について

調べる。 ・グループで協力しながら学習を進められるよ

・漁法について うに助言する。

・漁港について

・生産量について ・コンピュータの操作方法について支援する。

（２）必要な写真や絵をトレ ・他のグループで調べている内容を見つけたと

イに取り込む。 きには，教え合うことができるように助言す

・漁法の写真や絵 る。

・漁船の写真や絵

・魚の写真 ◎探している写真や絵がなかなか見つからない

・グラフ グループには，他のページを調べるように助

・地図 言する。

「 」※インターネットブラウザー なるほどねっと

を使って水産業について調べることができた

か （観察・ノート）。

３ 新聞を作る。 ①

（１）ソフト「はっぴょう名 ② ◎読み手を意識し，自分の言葉で分かりやすい

人」を使い，インターネ 文が書けるように支援する。

ットブラウザー「なるほ

どねっと」で見つけた写 ・教科書や資料集なども参考にすることを助言

真や絵を取り込む。 する。

（２）文字を入力する。

※プレゼン用ソフト「はっぴょう名人」を使っ

て新聞にまとめることができたか。

４ 次時の学習内容を知る。 （観察・作品）

・本時の学習をもとに，次時においてはグルー

プごとの工夫を生かした新聞作りを行うこと

を予告する。



「 」（ ）４ 実践事例 ２年 生活科 ケナフから紙をつくろう 交流の道具としての活用

(ｱ) 本時の目標

調べたり，聞いたりしたことをもとに，ケナフパルプで紙漉を行うことができる。

(ｲ) 準備・資料

プロジェクター① スクリーン② ＵＳＢカメラ③ ソフト（ ）④net-meeting
電話機⑤ デジタルカメラ⑥ たらい⑦ 紙漉枠⑧ ケナフパルプ⑨

タオル⑩ 図画板⑪ バット⑫ 参考書（ＨＯＷ ＴＯ ケナフ）⑬

写真資料（紙漉）⑭ 洗濯用ネット⑮

(ｳ) コンピュ－タの活用について

本単元では，他校との「交流の道具」として，コンピュ－タを活用する。児童は，全国

発芽マップ２０００に参加して，ケナフを育てている。これまで，他校とインタ－ネット

， ， 。やメ－ルを通して 情報交換を行い ケナフを使っていろいろな活動を行うことができた

今回の活動も，ここで知り合った並木小学校の６年生に， を使って教えてもらnet-meeting
いながら活動を進めることにした。このソフトウエアは，インタ－ネットを通して，画像

や音声を送ることができる。そのために，より分かりやすく知らせることができるととも

に，相手の反応もすぐに確かめることができる。このことは，自分が経験したことを相手

に伝える意欲につながると考え，活用することにした。

(ｴ) 児童の取組み

最初に並木小学校の６年生とスク

リーンを通して挨拶を交わし，和や

かな雰囲気で授業がスタートした。

簡単な紙漉の手順を頼りに活動を

開始したために，ケナフや水の分量

ミキサーを回す時間などがわからず

に，戸惑っているグループが見られ

た。そこで，並木小学校の６年生か

ら教えてもらうように助言すると，

積極的に質問をする姿が見られた。

紙漉に慣れてくると，花びらやミカ

ンの皮を入れてミキサーを回すグル

ープが出てきた。それを見ていた並

木小学校の６年生から，においや色

について質問される場面があったが

元気に答えることができた。さらに，励ましの声を掛けられて，喜ぶ２年生の姿も見られ

た。最後に，並木小学校の６年生にお礼を述べ，挨拶を交わして授業が終了した。

授業終了後，２年生児童の中から，出来上がった紙を使って並木小学校の６年生にお礼

の手紙を出したいという願いが出され，次時の学習へとつながっていった。

(ｵ) 授業後の考察

文字入力をクリックパットで行っているなど，まだまだコンピュータの操作に不慣れな

２年生にとって，映像と音声が瞬時に送受信できるテレビ会議システムは，遠く離れた人

。 ，たちと感動を分かち合えるものとして大変有効であった 並木小学校の６年生との交流も

最初はぎこちない会話などであったが，何回か交流を繰り返すうちに和やかな雰囲気で会

話をすることができるようになった。また，双方でいろいろアイデアを出し合えば，深ま

りや広がりのある学習へと発展させることができると実感した。

しかし，今回使用したテレビ会議システムは，ネットワークのスピードやシステムの構

成，時間帯などによって大きく影響を受けるので，まだまだ一般的とは言えない。今後，

。 ，高速なネットワークや安定して通信できるシステムが開発されることを期待したい また

１対１ではなく，３校以上の学校が同時に交流できるシステムが開発されれば，さらに発

展充実した学習が展開されると思う。今後も，コンピュータを交流の道具として活用する

方策についての研究を進めていきたい。



(カ) 展 開 ◎情報教育に関する手立て

児童の活動・発想・気付き 教 師 の 支 援・評 価（※）準備資料

Ｔ １ Ｔ ２

１ 並木小の６年生の説明を聞いて，今日の活動内 ① ・並木小学校とは，事前に十分な話 ・並木小学校と

を確かめる。 ② し合いをもち，本で分からなかっ をnet-meeting

③ たところを中心に，説明してもら つなぐ。

ケナフパルプで，紙すきをしよう ④ えるようにしておく。

⑤ ・ で，顔が映るのは一人net-meeting

⑥ なので，混乱がないように事前に

⑦ しゃべる人を決めておく。

２ 紙すきを行う。 ⑧ ◎紙すきのやり方を、視覚的に捉え ・ はnet-meeting

⑨ られるように、写真資料を用意す 常時つないで

⑩ る。 おき，分から

⑪ ・助け合っている行為を賞賛し，グ ないことがあ

⑫ ル－プのみんなで，協力し合って ったら，自由

⑬ できるように援助する。 に質問ができ

⑭ ・ケナフの生長についての気づきが るようにす

あったときには紹介して、全員に る。

広める。 ◎分からないこ

・早く終わったグル－プには，２枚 とをうまく伝

目をつくって良いことを助言する えられるよう

に，児童の思

※分からないところを調べながら， いに寄り添え

紙すきを行うことができたか。 るようにする

（作品・様子）

３ できた作品を並木小の６年生に見せる。 ・ を使って，感想を伝え ・プロジェクタnet-meeting

るために，あらかじめ，言う人数 －を操作し

① を考えさせておく。 て，コンピュ

② ・ が，うまくつながらな －タの画面をnet-meeting

③ いときには，グル－プごとに発表 大きくスクリ

④ を行う。 －ンに映す。

⑤

４ 後片付けをする。 ⑮ ・残ったパルプの処理について、環

境を汚さないようにするにはどう

したらいいかを考えて、後片付け

ができるように声をかける。

・協力し合って片付けができるよ

うに，共に活動する。

５ 次時の活動を知る。 ・今日の活動を賞賛し，次時の活動

への意欲を高めたい。

お兄ちゃんたちに教えて

もらったから、紙すきがで

きたよ。ありがとうござい

ました。

この紙に絵を描いて送る

からね。待っていてくだ

さい。

どのくらいの厚さにすれ

ばいいのかな。並木小の６

年生に聞いてみようかな。

大きく育ったから、みん

なで紙が作れるんだね。

。ピンクの色がきれいだな

乾くとどうなるのかな。

うまくいくといいな。



第６学年 年間指導計画（コンピュータ）
教科 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1.本に親しみ，新し 〔養護の先生の話から〕 4.資料を整理して 〔言葉の使い分 〔あいたくて〕 〔熟語の成り立ち〕 〔仮名の由来〕 ＜読書＞未来を見つ 3.生き方や考え方 〔クラス討論会〕 6.卒業する君たち
い世界を広める 2.短歌・俳句を読もう オリンピックを開さい け〕 〔班を代表して〕 〔様々の表現に目を向け 2.十二歳の記録 めて守る，みんなの を 4.文章の構成をとらえ に

国 語 南に帰る 短歌と俳句 地を調べて ＜読書＞本に親し 6.みんなで考えよ て〕 今，わたしは，わた 尾瀬を 海の命 て外来語と日本文化 言葉の橋
〔十二才の記録を残 3.筆者の考えをとらえて 〔漢字の形と音・意味〕 む う 覚えること， 1.豊に想像して したちは 〔詩の広場〕 〔ことわざに親し 〔漢字の世界を広げよ 生きる
そう〕 ガラパゴスの自然と生物 5.主題を考えて 附子 伝えること，分か やまなし 〔同じ訓を持つ漢字〕 〔まとめて覚えたい む〕 う〕 ゆずり葉

人類はほろびるか 石うすの歌 ること 言葉〕 5.卒業を前にして
〔送り仮名〕 記憶とコミュニ 思い出をシナリオに

ケーション 〔敬語の使い方〕

ソフト名 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル
（ワープロ） （ワープロ・お絵かき） （ワープロ） （ワープロ・お絵 （作文名人） （ワープロ・お絵か （ワープロ・お絵か （ワープロ・お絵か （ワープロ・お絵

※デジタルカメラ かき） き） き） き） かき）
※スキャナ

１.日本の歴史 (2)聖武天皇と奈良の大仏 (4)源頼朝と鎌倉武士 (7)徳川家光と江戸 (8)移り変わる社会 (10)二つの戦争と人々の (12)新しい日本，平和 (2)一人一人を大切 (3)平和を願う政治 ３.世界の中の日本
○わたしたちの町の (3)藤原道長と貴族のくら (5)武士の文化と民衆の 幕府 (9)明治の新しい世 くらし な日本へ にする政治 (1)日本と関係の深い国

社 会 歴史探検 し 成長 の中 (11)長く続いた戦争 ２.わたしたちの生活 々
(1)米づくりの村から (6)３人の武将と全国統 と政治 (2)地球の環境と世界の
古墳のくにへ 一 ＜予備５時間＞ (1)みんなの願いを実 ＜予備５時間＞ 平和 ＜予備５時間＞

現する政治

ソフト名 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル
（なるほどねっと） （なるほどねっと） （なるほどねっと） （なるほどねっと) （なるほどねっと) （なるほどねっと） （なるほどねっと） （なるほどねっと） （なるほどねっと) （なるほどねっと）
（発表名人） （発表名人） （発表名人） （発表名人） （発表名人） （発表名人） （発表名人） （発表名人） （発表名人） （発表名人）

1.分数と整数の計算 3.分数のわり算 ○対称な図形をつくりま 6.比 7.拡大図と縮図 9.立体 ○サッカーボールのひ ○問題づくり 13.資料の調べ方 14.量の単位
2.分数のかけ算 ○どんな計算するのかな しょう ○なわ張り師 8.場合の数 10.体積と表面積 みつ ○復習５ ○ダイヤグラム ○６年のまとめ

算 数 4.短小な図形 ○復習１ ○復習２ ○電卓遊び ○復習４ ○アルミかんのリ
5.割合と分数 ＜予備５時間＞ ○学校のしき地 11.比例 ＜予備５時間＞ サイクル ＜予備５時間＞
○エジプトの分数 ○復習３ 12.反比例

ソフト名 ランドセル ランドセル さんすうランチボックス ランドセル さんすうランチボ さんすうランチボックス ランドセル ランドセル ランドセル ランドセル ランドセル
ケンチャコ大冒険 ケンチャコ大冒険 ケンチャコ大冒険 ックス ケンチャコ大冒険 ケンチャコ大冒険 ケンチャコ大冒険 ケンチャコ大冒険 ケンチャコ大冒険

○わたしたちをとり 1.ものの燃え方と空気 2.植物のつくりとはたら 3.星の動き（１） 5.水溶液の性質 5.水溶液の性質 6.土地のつくり 7.からだのつくりと 8.星の動き（２） 9.電流のはたらき 10.人の生活と自然
まくかんきょうと生 き（１） 夏の空の星 はたらき 冬の空の星 かんきょう

理 科 活 養分のできるところ ○自由研究 6.土地のつくり 7.からだのつくりとは
○植物のつくりとは たらき
たらき(学習の準備）

ソフト名 一太郎スマイル ステラナビゲータ 一太郎スマイル 一太郎スマイル ステラナビゲータ
※デジタルカメラ ※デジタルカメラ ※デジタルカメラ

季節を歌おう 音楽のかたちやしくみ 心を音楽にたくして 情景を歌おう 豊かな表現をめざ ひとりぼっち 君をのせて 世界の音楽日本の音 わたしたちの音楽 物語と音楽
おぼろ月夜 組曲「道化師」 山田耕筰の歌曲 われは海の子 して 楽をたずねて アルバム 海がきこえる

音 楽 こきょうの人々 ふるさと 交響組曲第５番 世界の民族音楽 さよなら
チムチムチェリー 「運命」 越天楽今様

春の海

ソフト名 ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ ｓｉｎｇｅｒ
ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ ｓｏｎｇ
ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ ｗｒｉｔｅｒ

はさみのアドリブ 学校は大きな表現ステージ 気に入った形に 出会いはいろいろ 思い出の１まいを 形や色のハーモニー パタパタストーリー おどる光，遊ぶかげ スケッチを集めて 切り取って！それから わたしの願い，ぼ
かざろう くの夢 つくって

図 工 集まる形，広がる世界 土と炎のファンタジーラ 音楽から生まれた芸術 あげたい，ビック
ンド リハウス

ソフト名 一太郎スマイル
（お絵かき）

１．生活時間や買い (3)買い物のしかたをくふ (2)製作の計画 (2)ごはんとみそし １．衣服の選び方 (4)衣服と生活 (4)食品の選び方のく (3)安全な住まい方 １．心のつながり (2)ふれあい会のくふう ２．これからの家
物のくふう う (3)計画にそって製作 る と手入れのくふう ２．調理のくふう ふう (4)かん境を考えて を深めよう (3)楽しいふれあい会 庭生活と社会

家 庭 (1)計画的な生活 ２．エプロンやカバーの製 ３．計画的な食事づくり (3)計画的な食事づ (1)衣服の選び方 (1)食品の利用のしかた ３．住まい方のくふう の生活 (1)ふれあいのくふ
(2)生活時間をくふう 作 (1)毎日の食事 くり (2)き製服の選び方 (2)じゃがいもの調理 (1)住まいのはたらき う

(1)エプロンやカバーのは (3)衣服の手入れ (3)魚や肉の加工品の調理 (2)快適な住まい方
たらき

ソフト名 かしこい消費者 みんなの食たく みんなの食たく みんなの食たく
買い物のくふう

リレー 走り高跳び 病気の予防（保） 水泳 表現運動 バスケッボール 鉄棒運動 健康な生活（保） 跳び箱運動 創作体操 サッカー
体 育 短距離走，障害走 マット運動 フォークダンス ソフトボール

ソフト名 ※デジタルカメラ ※デジタルカメラ ※デジタルカメラ ※デジタルカメラ※ビ ※デジタルカメラ ※デジタルカメラ
※ビデオカメラ ※ビデオカメラ ※ビデオカメラ デオカメラ ※ビデオカメラ ※ビデオカメラ

サハリン発SOS 自由行動 音楽クラブの発表会 最後のおくり物 ほたるの里 妹 良雄のノート 四斗五升入りの俵 きょうだいになる 大和雪原 牛にゅう配り
ほんとうのあいさつ プール掃除 気持ちよい登校班に おたがいにな みんなのために どんぐり君 日本のたから 猛火の中で ために トライスラー博士 カールセン船長の

道 徳 勝海舟 理由があるなら チューリップの父 二つの話 吾平の椎の木八幡 卵焼き 最後の一葉 バナナがわれた 松坂の一夜 孤児の父になって 船だましい
心に光を 「乗越」の堤防 父は消防団員 おじいさんと学校

ソフト名

学級の目標をつくろ 宿泊学習について 黒板の使い方を考えよう １学期の反省をし 運動会を成功させ 音楽会にむけて 学級で自慢できる物を ２学期の反省をしよ お正月のお楽しみ 謝恩会の計画 お世話になった学
う 下級生への思いやり 自主学習をやろう よう よう 友だちの良さ 探そう う 会を成功させよう もうすぐ中学生 校に感謝しよう

学級活動 学級の仕組みを作ろ バランスのとれた食生活 夏休みの生活 学級の係を見直そ 残り６ヶ月の生活につい 集会活動の計画 学級の係を見直そ 中学校生活に向け
う 虫歯の予防 う て考えよう 私の悩み 冬休みの生活 う て
最高学年になって 敬語を使おう 図書資料の使い方 卒業式に向けて

ソフト名 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル 一太郎スマイル
（ワープロ） （ワープロ） （ワープロ） （ワープロ）

おいしいもち米を作ろう テーマを決めて調べよう 思い出を綴ろう
グリーン ○丈夫な苗づくり ○楽しい田植え ○夏の草取り ○実りの秋 （米に関連して） （卒業文集づくり）
タイム ・種まき ・田植え ・草取り ・稲刈り

・苗の観察 ・稲の観察 ・水の管理 ・乾燥
・稲の観察

ソフト名 一太郎スマイル （なるほどねっと）（はっぴょう名人） ※デジタルカメラ 一太郎スマイル （なるほどねっと）（はっぴょう名人） 一太郎スマイル（ワープロ）※デジタルカメラ
※デジタルカメラ



友だちや自分のよいところを見つけよう学年 ４ 教科・領域 学級活動 単元名

単 ○ お互いの長所に関心を持ち，伸ばそうとすることができる。
元 ○ 一人一人のよさが学級の中でも大切であることに気づくことができる。
目 ○ お互いのよさを認め合い，思いやりのある接し方を工夫することができる。
標

（時） 単 元 指 導 計 画 使用ソフト名

事前 児童の実態調査
本時 友達や自分のよいところを見つけよう。 イントラバケッツ

（ ）１ 友達や自分のよいところを見つける。 バケッツメール
２ グループの友達のよいところをメールで送る。 ※プロジェクター
３ メールに書いた内容を発表する。
４ 教師の話を聞き，感想を書く。

事後 友達や自分の長所を確認し，一人一人のよさを活かして生
活する。
（道徳 心の信号機）

コ 本時の活動の２の場面でイントラバケッツのバケッツメールを活用する。
ン 送り側の児童は，実際に友だちのよいところをメールに書くことによって，
ピ 友達のよいところをはっきりとさせることが出来る。また，受け取り側の児童
ュ は，自分のよいところがメールで届くことによって，友達に認め賞賛された喜
｜ びを味わうことができる。
のタ さらに友だちのよいところをプロジェクターで映し出したり，プリントアウ
活 トして学級に掲示することにより，よりはっきりさせたり，事後の指導に役立
用 てることができる。

学年 ４ 教科・領域 社会 単元名 雪国のくらし

○ 寒冷多雪という自然条件を活かし，人々が工夫してくらしている様子に関心を持ち，意単
欲的に調べ，地域社会の生活を考えようとする。元
○ 雪国の人々のくらしの工夫と自然条件とを関連づけて考えることができる。目
○ 雪国の自然条件の特色や人々の工夫を調べ，それを分かりやすくまとめることができる。標
○ 雪国の人々のくらしやその工夫及び生産活動について理解することができる。

（時） 単 元 指 導 計 画 使用ソフト名

( ) 雪国の人々のくらしについて，調べたいことを話し合い，1
学習の計画を立てる。

( ) 雪国の人たちのくらしの工夫や努力について調べる。 なるほどねっと23
マイペディア

( ) 調べたことを工夫してまとめる。 グリーンマップ45
イントラバケッツ

( ) 雪国の子どもたちと自分たちのくらしをくらべる。6

コ 調べる・まとめる活動においてコンピュータを活用する。
ン 調べる活動では，調べる道具の一つとしてＷＷＷブラウザ「なるほどねっ
ピ と ，百科事典ソフト「マイペディア」や地図ソフト「グリーンマップ」を活」
ュ 用する。
｜ まとめる活動では，まとめる方法の一つとして「イントラバケッツ」を使用

。 ， 。のタ する また 発表の道具としてコンピュータやプロジェクターなどを使用する
活
用


	Ⅳ　実践例
	　１　音楽（２年）
	　　①目標
	　　②展開
	　２　学級活動（３年）
	　　①目標
	　　②展開
	　３　社会（５年）
	　　①目標
	　　②展開
	　４　生活（２年）
	　　①目標
	　　②展開
	　５　年間指導計画６年
	　６　単元計画　 ４年　

